














要約:福岡市内の 3 歳児には肥満傾向児は少ないが、血清総コレステロール値(T-ch)は高

く、動脈硬化指数(AI)も高値を示すものが多い。一方、中学生男児では、肥満傾向、T-ch

高値児、AI 上昇児共に市内中学と近郊中学との間に差を認めた。肥満傾向児を対象とし

た日常生活指導では、治療群では全例に改善を認めるが、簡易指導群では約 30%の自己努

力群に著明な改善を認めるにとどまる。肥満治療群の一部に、一年後肥満度再悪化を認め

るが、除脂肪体重の改善は保持されていた。


